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初のハードルは、住まいの確保である。まとまった資産を持たない人々が購入可能な安価な住宅は、民間市場では充分に供給されてこなかった。賃貸市場においても、一部屋のみのアパートでさえ、家賃の相場は、最低 金水準の月収の半分以上となる。そのため、多くの住民は、自力で住宅を建設してきた。ほとんどの住民は、簡易な住宅であれば、 〇日程度で作ってしまう 素材はブリキなどの廃材やベニヤ板を使うことが多く、密集し いることもあって、外部者からは「汚い」 否定的な見方をされてしまう。それで 、これらの住宅 そ てコミュニティには、都市下層民が都市を生き抜くために必要な諸機能が備わっている。　
一つには、居住空間としての柔


































かわらず、転売が多いことであ 。二〇一〇年の時点で、バーン・マンコンでは二軒 とどまっていが、バーン・ウアアートンは入居開始の時点で、既に約五〇世帯が権利を転売していた。転売理由多いのは、家賃が支払えないというものである。また、世帯によっては何らか 目的でまとまった資金を得るために転売し そのうえでより安価な居住地へと流出している。支払い能力 問題 過去の政策と同様に課題となっている。　
最後に、住民の生活様式、職業
形態へ 適合性の問題である。自力建設の住宅に住んできた住民にとって、五階建の高層住宅（階段のみ）は、それまで 経験したことのない住宅 である。雑貨屋
や屋台従事者にとっては特に悩ましい。人の流れが変わってしまうからである。そもそも、バーン・ウアアートンの敷地内では、屋台の営業が禁止されていた。　
それでも、平屋形式であるバー
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